
三島市 スマホアプリ決済（ PayPay 及び LINE Pay） の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 顧客満足度向上、 収納率向上

開始・ 終了 開始 令和３ 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 株式会社電算システム

契 機
三島市が目指すスマート 市役所の中のデジタルファースト 戦略の実現に努め

るとともに、 水道利用者の利便向上のため、 導入を図った。

内 容

PayPay アプリ または、 LINE Pay アプリ をダウンロード し 、 納付書に印字さ

れたバーコード を読み取り 、 納付を行う 。

参考資料別紙

成 果
スマート フォンがあれば、 時間や場所を問わず、 納付が可能となった。

納付方法が増えたことで、 収納率の向上が期待できる。

課 題
コンビニ収納と同額の手数料となるため、 口座振替手数料と比べて、 コスト

がかかる。

今後の予定 必要に応じて、 スマホアプリ決済の拡充の検討。
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三島市 インターネッ ト 受付システムの導入(使用開始・ 中止等)

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 顧客満足度向上

開始・ 終了 開始 平成 30 年４ 月１ 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機
申込受付にインターネッ ト を導入することで、 営業時間内だけでなく 、 ２ ４

時間申込受付が可能となり 、 水道利用者の利便向上を図るため、 導入した。

内 容
インターネッ ト から、 水道の使用開始及び中止の申込や、 納付書の送付先変

更、 また、 口座振替依頼書の用紙請求が可能となった。

成 果

インターネッ ト 受付システムを導入した H30 年度に比べて、年々インターネ

ッ ト 受付システムの利用者が増えた。

課 題
申請者の受付入力誤り等も想定されるため、 電話やメ ールで申請者への最終

確認を行わなければならない。

今後の予定 必要に応じて、 インターネッ ト 受付システムのサービス拡充の検討。

H30 R1 R2
R3

(1 月末時点)

使用開始申込 180 297 331 258

使用中止届出 157 323 337 248

送付先変更の申込 0 8 8 2

口座振替依頼書の請求 14 17 37 21
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三島市 給水インターネッ ト システム受付の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2659

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 業務効率化

開始・ 終了 開始 令和３ 年 12 月１ 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機
新型コロナウイルス感染症等により窓口への来庁回数を減らすため導入を図

った。

内 容

現在、給水装置工事の業務の流れの中で、「 取出し工事の立会い」 と「 竣工検

査」 があり 、 それぞれ窓口でのみ予約を受け付けている。

業者は、 これまで窓口で受付簿を閲覧し 、 予約を行っているため、 以下の問

題がある。

1.窓口時間により制限され、 工事の予定を立てにく い

2.予約の度に職員が窓口業務を行う ため、 事務負担となっている

3.業者と職員の接触による感染症リスク

そこで、 本システムを導入し 、 遠隔による閲覧予約及び受付事務を自動化

することで、 業者と職員の利便性を向上させ、 業務を効率化させる。

参考資料別紙

成 果
予約状況をインターネッ ト 上でリアルタイム閲覧でき、予約が 24 時間可能と

なったため、 業者の利便性が向上した。 窓口事務が減少した。

課 題
竣工検査当日までに完成届出書及び検査手数料の納入を行う ために業者が来

庁する必要がある。

今後の予定 給水装置工事申請及び完成届出書の電子化検討
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三島市 加圧式給水車の導入

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2659

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 災害復旧、 応急給水

開始・ 終了 開始 令和 3 年 3 月 18 日 終了

連 携 先 ー

契 機
近年の多発する地震や、 大雨による土砂災害等にともなう 断水に備え、 応急

給水体制の強化を図るため、 導入した。

内 容

・ 給水タンク及び加圧ポンプを搭載した飲料水用給水車（ 車両一体型）

・ 加圧ポンプにより高所への送水が可能

・ 大型免許やMT 免許を有しない職員にも対応するため、 免許法改正前の普

通免許（ AT 限定） や改正後の準中型免許に対応した車種を選択

【 仕様】

・ 車両 2ｔ ディ ーゼル車（ AT4 輪駆動）

・ 乗車定員 3 名

・ タンク容量 1600 リ ッ ト ル

・ 加圧ポンプ揚程 25 メ ート ル

・ 吐出容量 200 リ ッ ト ル/分以上

成 果

熱海市伊豆山土砂災害に伴う 応急給水対応（ 令和 3 年 7 月 3 日発生）

・ 令和 3 年 7 月 5 日（ 月） →給水車 1 台派遣

・ 令和 3 年 7 月 8 日（ 木） →給水車 1 台派遣

課 題 大規模災害発生時には、 他市町からの応援が必要となる。

今後の予定 訓練等による他市町との連携の強化。
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三島市 地域住民の見守り体制強化へ

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.sh izuoka.jp

分 野 公民連携、 地域貢献

開始・ 終了 開始 令和３ 年７ 月 30 日 終了

連 携 先 シーデーシー情報システム株式会社

契 機

三島市は、 上下水道料金徴収業務や検針業務等を委託しており 、 委託先に

おいては、 検針業務等で各家庭を訪問した際に高齢者等の様子を知る機会も

多いことから、高齢者等の見守り体制をさらに強化するため、「 高齢者等見守

りネッ ト ワークに関する協定」 を締結した。

内 容

三島市では、 高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで

きる地域づく り をめざすため、 民間の事業者や団体と 「 高齢者等見守りネッ

ト ワークに関する協定」 を締結し 、 日頃の事業活動を通して高齢者等に異変

がないか見守り 、 何らかの異変や支援の必要性に気づいたときに市につなぐ

体制を構築している。

検針業務等において利用者宅を訪問し、 高齢者等の異変や援助の必要性に

気付いたときは、 三島市に異変事項等の通報をする。

通報を受けた市は、 早急に関係機関と連携して必要な対応を行い、 異変を

確認した場合には、 その後の必要な支援につなげる。

成 果
検針業務等で高齢者の異変に気付き、 これまでに 3 件の通報を行い、 必要な

支援につなげた。

課 題
通報の有無の判断は市が作成した手順書に沿って実施するが、 市への通報や

支援を拒否する利用者への対応に苦慮している。

今後の予定 委託先との定期的な情報共有等、 さらなる連携強化を行う 。

10



三島市 産学官連携事業「 おふろ部」 への参画

代 表 部 署 三島市 都市基盤部 水道課

電 話 番 号 055-983-2657

E - M a i l suidou@ city.m ishima.shizuoka.jp

分 野 地域貢献、 経営効率化

開始・ 終了 開始 平成 30 年 8 月 1 日 終了

連 携 先 株式会社ノ ーリ ツ、 順天堂大学保健看護学部、 日本大学国際関係学部

契 機

水道の使用量は、 生活様式の変化や節水型社会への移行等により 、 減少傾

向にある中、 用途別水道使用割合において、 約 4 割を占めるお風呂に主眼を

置き、 地域社会にも貢献する内容であることから、 産学官連携事業「 おふろ

部」 へ参画した。

内 容

学生等の若い視点を取り入れ、 入浴の魅力等を発信している「 おふろ部」

のサイト において、 当市にある大学と連携をし、 当課職員だけでなく 、 学生

自身が随時、 記事投稿をしている。

また、 学園祭において「 おふろ部」 ブースを出展し 、 学生とと もに、 バス

ソルト 作り講座や、 おふろにまつわるクイズ等を開催した。

参考資料別紙

成 果
当市から、「 おふろ部」 に、 累計 25 人の学生が参加をし、 学生が随時「 お

ふろ部」 サイト にて、 お風呂の魅力発信を行った。

課 題 学生の「 おふろ部」 活動の継続的な参加。

今後の予定 産学官でのさらなる連携の強化。
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